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第1部 1.  2015年12月期 決算のポイント 

総じて競争環境が激化。また、エレクトロニクス関連（半導体・太陽電池・LED）
の需要が依然低水準も、売上高は前期比若干増。 

ポイント１ 

高付加価値製品の売上確保・収益性改善・不採算子会社の改善に注力するも、
一部製造費用の増加、在庫評価減・減損損失の計上、および繰延税金資産の
取崩し等により、営業利益・経常利益・当期純利益は前期比大幅減で計画未達。 

ポイント2 

品目別では、特殊黒鉛製品のエレクトロニクス分野・一般産業分野、一般カー
ボン製品の機械用カーボン分野がいずれも振わず、前期比減。 

ポイント3 

一方で、一般カーボン製品の電気用カーボン分野が健闘。複合材その他製品
はC/Cコンポジット製品・黒鉛シート製品好調により、前期比プラスで着地。 

ポイント4 
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第1部 2.  2015年12月期業績 および 2016年12月期予想 

14/12月期

（単位：百万円）

売上高 34,066 35,558 1,491 / 4.4 % 35,000 ▲ 558 / ▲ 1.6 %

営業利益 1,140 790 ▲ 350 / ▲ 30.7 % 700 ▲ 90 / ▲ 11.4 %

(売上高営業利益率） 3.3% 2.2% 2.0%

経常利益 1,501 917 ▲ 583 / ▲ 38.9 % 700 ▲ 217 / ▲ 23.7 %

(売上高経常利益率） 4.4% 2.6% 2.0%

当期純利益 1,327 402 ▲ 925 / ▲ 69.7 % 350 ▲ 52 / ▲ 13.0 %

1株当たり
当期純利益

64円02銭 19円40銭 16円88銭

為替レート
105.9円／$
140.4円／€

17.2円／人民元

121.1円／$
134.3円／€

19.2円／人民元

115円／$
130円／€

17.5円／人民元

前年同期比 前年同期比

15/12月期
16/12月期

（予想）
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第1部 3. 経常利益増減要因  
       （2014年12月期実績 vs2015年12月期実績） 

14/12月期

経常利益

15.0

15/12月期

経常利益

9.1

為替

影響額

5.8

原燃料価格

変動

3.1

販売数量

増減

1.3

製品構成差

・価格変動

2.6 在庫

評価減等

3.2
在庫増減

による

固定費増減等

2.4 固定費

増減

4.4

減価償却費

増減

0.8

0

10

20

30

（単位：億円）
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第1部 3. 経常利益増減要因  
       （2015年12月期実績 vs2016年12月期予想） 

15/12月期

経常利益

9.1

16/12月期

経常利益

（予想）

7.0

在庫増減

による

固定費増減等

1.7

在庫

評価減等

3.6

原燃料価格

変動

0.7

製品構成差

・価格変動

1.1
試験研究費

増減

0.8

減価償却費

増減

0.6

為替

影響額

5.6

0

5

10

15

20

（単位：億円）
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1,149 879 561 468 743 1,407 251

1,443 1,475 1,242
670

1,212
1,312

1,233

8,290 8,948

6,456

4,405

7,894

8,874
9,412

4,082 3,845

3,969

3,379

5,215

5,380 5,751

2,728 3,223

2,988

1,733

3,300

3,033 3,083893
1,249

1,255

774

1,513

1,747
964

7,238
7,947

7,383

5,329

8,790

8,765
9,216

11,731
11,144

4,551

3,781

5,395
5,038 5,086

37,557
38,714

28,409

20,542

34,066
35,558 35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

11/5月期 12/5月期 13/5月期 13/12月期 14/12月期 15/12月期 16/12月期

（予想）

（単位：百万円）

第1部 4.  製品・分野別売上高内訳  

注） 2013年12月期より決算期を5月31日から12月31日に変更いたしました。 このため2013年12月期は7ヶ月（一部子会社は9か月）の変則決算となっております。 

一般カーボン製品 
【電気用カーボン分野】 

特殊黒鉛製品 
【一般産業分野】 

特殊黒鉛製品 
【その他】 

特殊黒鉛製品 
【エレクトロニクス分野】 

一般カーボン製品 
【機械用カーボン分野】 

複合材その他製品 
【その他製品】 

商品 

複合材その他製品 
【主要３製品】 

13,191 

15,700 

 
15,551 

 
 
19,863 

 
 
20,341 15,267 

 
10,186  

9,106 

 
9,734 

 
10,423 

 
10,645  

7,698 

9,885 

 
5,075 
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295 265 468 363 380 509 897 122 128

545 696 670 622 590 611
700

550 682

3,162 3,294

4,405
3,968 3,925

4,120

4,753

4,431
4,980

1,902
2,066

3,379

2,489 2,725
2,687

2,692

2,817
2,934

1,553
1,434

1,733

1,670 1,629
1,631

1,401

1,534

1,548

637
618

774

707 806
896

851

483

481
3,604

3,779

5,329

4,301
4,489

4,460

4,304

4,520

4,6952,436 2,114

3,781

2,947 2,448
2,755

2,282

2,539

2,546

14,138 14,270

20,542

17,070 16,996
17,673 17,884

17,000

18,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

13/5月期

1,2Q

13/5月期

3,4Q

13/12月期 14/12月期

1,2Q

14/12月期

3,4Q

15/12月期

1,2Q

15/12月期

3,4Q

16/12月期

1,2Q

（予想）

16/12月期

3,4Q

(予想）

（単位：百万円）

第1部 4.  製品・分野別売上高内訳 （半期）  

注） 2013年12月期より決算期を5月31日から12月31日に変更いたしました。 このため2013年12月期は7ヶ月（一部子会社は9か月）の変則決算となっております。 

一般カーボン製品 
【電気用カーボン分野】 

特殊黒鉛製品 
【一般産業分野】 

特殊黒鉛製品 
【その他】 

特殊黒鉛製品 
【エレクトロニクス分野】 

一般カーボン製品 
【機械用カーボン分野】 

複合材その他製品 
【その他製品】 

商品 

複合材その他製品 
【主要３製品】 

6,678 

 

3,707  

 

 

4,590 

7,543  

 

 

4,515 

 

   

  4,982 

7,955 

6,512 

9,885 

7,723 

 

 

  5,663 
 

3,990  

 

5,075  

7,744  

7,438  

 

5,454 
 

 

4,732 

 8,112  
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第1部 5.  地域別売上高 

注） 2013年12月期より決算期を5月31日から12月31日に変更いたしました。 このため2013年12月期は7ヶ月（一部子会社は9か月）の変則決算となっております。 

323 236 230 182 289 201 147

2,819 3,051 2,411
1,337

2,665 3,368 3,892

3,464 3,367
2,813

1,938

3,486
3,612 3,727

15,719 16,597

10,671

9,771

14,063
14,663 13,788

15,230
15,461

12,282

7,312

13,561
13,713 13,443

37,557
38,714

28,409

20,542

34,066
35,558 35,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

11/5月期 12/5月期 13/5月期 13/12月期 14/12月期 15/12月期 16/12月期

（予想）

その他 北米 欧州 アジア 日本（単位：百万円）
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3,259

8,144

5,310

855

2,591
2,958

5,1434,999 4,925

3,384

2,251

3,935
3,673 3,686

1,300

2,518

3,702

1,014
1,523

2,372

2,394

1,546

2,089 1,871

1,047

1,414

1,220

718

1,790

1,490
1,576

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

11/5月期 12/5月期 13/5月期 13/12月期 14/12月期 15/12月期 16/12月期

（予想）

設備投資 減価償却費 研究開発費

設
備
投
資
・
減
価
償
却
費

研
究
開
発
費

（単位：百万円） （単位：百万円）

第1部 6. 設備投資・減価償却費・研究開発費 

（２Q累計） 
（２Q累計） 

（２Q累計） 

（２Q累計） 

（２Q累計） 

注） 2013年12月期より決算期を5月31日から12月31日に変更いたしました。 このため2013年12月期は7ヶ月（一部子会社は9か月）の変則決算となっております。 
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第1部 7.  株主還元 

注） 1. 2013年12月期より決算期を5月31日から12月31日に変更いたしました。 このため2013年12月期は7ヶ月（一部子会社は9か月）の変則決算となっております。 
    2. 2013年5月期および2013年12月期は当期純利益がマイナスであったため、連結配当性向については記載しておりません。  

22.0

25.0

20.0

11.5

22.0

25.0
25.0

12.3

15.0
34.4

128.9

148.1

0%

30%

60%

90%

120%

150%

0円

5円

10円

15円

20円

25円

30円

11/5月期 12/5月期 13/5月期 13/12月期 14/12月期 15/12月期 16/12月期

(予想）

１株当たり配当金額 連結配当性向

配当金額 配当性向配当金額 配当性向配当金額 配当性向配当金額 配当性向
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第1部 8. 2015年12月期 
       連結貸借対照表および連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

14/12月末 15/12月末

75,831 72,990

受取手形及び売掛金 13,660 13,047

たな卸資産 18,209 17,008

有形固定資産 28,850 27,016

75,831 72,990

有利子負債 4,992 2,669

資本金 7,692 7,692

純資産 60,918 59,487

78.0% 79.6%

連結貸借対照表

資産合計

負債・純資産合計

自己資本比率

（単位：百万円）

14/12月期 15/12月期

9,061 7,147

2,189 ▲ 1,914

6,871 9,061

営業活動によるCF 7,374 6,797

投資活動によるCF ▲ 2,314 ▲ 5,235

財務活動によるCF ▲ 3,406 ▲ 3,167

現金及び現金同等物
の期末残高

現金及び現金同等物
の増減額

現金及び現金同等物
の期首残高

連結キャッシュ・フロー
計算書
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第２部  事業構造改革 
～次代の成長のための構造改革と基盤強化～     

2015年12月期 決算説明資料 

第2部    事業構造改革 
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第2部 1.  事業環境認識と今後の方向性 

• 無理に規模（売上）を追求するのではなく、事業環境に左右されず、着実に利益
を確保できるような事業体質への転換が急務 

• 事業構造改革を通じた限界利益率の改善、固定費の削減 
• 「顧客価値」創出企業への変革 

• 特殊黒鉛製品の需給悪化は当面は解消が見通し難く、厳しい事業環境が継続 
 ⇒当社および国内外競合他社も含め、業界全体として厳しい環境に直面 
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「価値」のある 
モノづくりへの 
原点回帰 

顧客志向への 
意識改革 

顧客価値の創造 

第2部 2. 経営の目指す方向性 
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東洋炭素グループ全体 

 無期雇用者の採用抑制 
 

 有期雇用者の新規・継続活用の
抑制 
 

 海外拠点の人員構成の見直し 

 事業部制の導入にともなう一気通貫の事業運営体制の強化 
 海外を含めたガバナンス体制の強化 
 既存事業の継続あるいは撤退の判断基準の明確化（投下資本に対する適正リターンの確保） 

 〔既存〕 採算性の厳しい案件の
見直し 
 

 〔新規受注〕 価格戦略の見直し 

重点施策 ① 
事業の選択・集中 

 本社・国内工場間接部門のスリ
ム化 
 

 国内・海外拠点の統廃合 

重点施策 ② 
組織の適正化 

重点施策 ③ 
人員の適正化 

重点施策 ④ 
経営管理の強化 ～3つの重点施策の成果を確実なものとするために～ 

特に米国事業 ～上記の4つの重点施策に加えて～ 

 長期滞留在庫の利活用 
 米国本社および工場間接部門における人員削減 
 不要不急の設備投資の抑制 
 米国本社への事業拠点の集約 

第2部 3. 事業構造改革の方向性 〔全体像〕 
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第2部 4. 事業構造改革の方向性 〔重点施策 ① 事業の選択・集中〕 

〔既存〕 採算性の厳しい案件の見直し 

 2016年中に、既存の案件を総点検、

今後収益面の改善が見込めない案
件は総合的に判断の上、縮小・撤退 
 

 お取引様の理解・協力が得られるよ
う、慎重かつ丁寧な活動を推進 

 2016年中に、価格承認プロセスの

管理を強化、競合状況・損益状況等
を踏まえた設定価格の適正化を推
進 
 

 お取引様の理解・協力が得られるよ
う、慎重かつ丁寧な活動を推進 

〔新規受注〕 価格戦略の見直し 
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第2部 5. 事業構造改革の方向性 〔重点施策 ② 組織の適正化〕 

 2016年4月に、本社・国内工場間接

部門の組織を改正、組織・ポストの
数を低減・適正化 
 

 並行して業務の効率化・削減に取り
組み、業務に必要な要員の数を低
減・適正化 

本社・国内工場間接部門のスリム化 国内・海外拠点の統廃合 

 2016年中に、収益面の貢献度の低
い国内・海外拠点を統廃合 
 

 対象としては、国内・海外それぞれ
数拠点程度。決定次第開示予定 
 

 近隣の拠点で取引を引き継ぐこと等
により、お取引様への影響を抑制 
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第2部 6. 事業構造改革の方向性 〔重点施策 ③ 人員の適正化〕 

 当面の間、原則として、
無期雇用者の採用を
停止、退職の補充を抑
制 
 

 年齢構成の偏りを避け
るため、若干名の新卒
採用に限り継続 

 当面の間、原則として、
有期雇用者の新規活
用を停止 
 

 継続中の有期雇用者
も、原則として、契約期
間満了をもって終了 
 

 並行して業務に必要な
要員の数を低減・適正
化し、業務への影響を
抑制 

 2016年中に、海外拠

点における組織・ポス
ト・業務に必要な要員
の数を低減・適正化 

無期雇用者の 
採用の抑制 

有期雇用者の 
新規・継続活用の抑制 

海外拠点の 
人員構成の見直し 
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第2部 7. 数値目標 

事業構造改革における当社連結業績の数値目標（2018年12月期） 

限界利益率 
3ポイント改善 

（2015年12月期対比） 

固定費 
 20億円削減 

（2015年12月期対比） 

営業利益 
30億円 

親会社株主に帰属する当期純利益 
20億円 

～ 今後の事業環境によらず、十分に達成可能な水準 ～ 
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第2部 8. 今後の開示について 

重点施策の内、国内・海外拠点の統廃合や、米国事業に関する米
国本社への事業拠点の集約等、具体的な対象・時期等について
精査しているものについては、決定次第お知らせ致します。 

重点施策の進捗状況、ならびに追加施策の検討状況等について、
2016年8月頃にお知らせ致します。 



Copyright © Toyo Tanso Co., Ltd. All Rights Reserved 23 

（注）本資料のうち、業績見通し等に記載されている将来の数値は、開示時点で入手可能な情報に

基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでいますので、実際の業績は、業

況の変化などにより異なる場合があります。 

＜お問合せ先＞ 

東洋炭素株式会社 広報・IR担当 

TEL：06-6472-5811㈹  FAX：06-6472-6007 

E-mail：ir＠toyotanso.co.jp 
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